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【 受験上の注意 】 

I. 試験を行う場所は、自室等、落ち着いて受験できる場所とする。 

II. 受験する際に机上においてよいものは以下の通りとする: 

 シャープペンシル、鉛筆、消しゴム、目薬、ティッシュ(包装は外したもの) 

III. 試験時間を厳正に守ること。 

IV. 試験中は、一切の電子機器の使用を禁止する。 

V. 試験中は、教科書や参考書等の参照を禁止する。 

VI. 試験問題は、一人で解くこと。他者との意思疎通等はしてはならない。 

VII. 試験問題は、自分が解くためだけに使用すること。第三者への譲渡・掲載等は禁止する。 

VIII. 試験が全教科終わるまでは、生徒間でメールやラインなどを通じて試験の話をしないこと。 

IX. 解答は濃い目のシャープペンシル、鉛筆で書くこと。 

 

【 日本史の試験上の注意 】 

◇ 選択肢を選ぶ問題は、記号で解答すること。 

◇ 文字・記号は読みやすいよう、はっきりと濃く書くこと。 

◇ 語句は、特別な指示がない限り、正式名称で答えること。 

◆ 試験実施中は、試験内容についての質問は一切受け付けられません。解答欄の不備、

設問の明らかな不備がみとめられる場合には、試験終了後に、生徒自身から担当者へ

連絡して下さい。 

◆ 解答用紙の提出先： yaekomori@rikkyo.uk 
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 １  次の資料【Ⅰ】～【Ⅳ】は、桃山文化の建築物に関するものである。これを見て、設問に答えなさ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 1 桃山文化は、織田信長や豊臣秀吉が活動した時代に成立し、「豪華で壮大」「現実的な描写」が特徴で

ある。このような文化は、どのような背景から成立したものか。次の説明文から、その背景として、

誤っているものを１つ選びなさい。 

① 海外との関係が制限され、日本らしさがより成熟した。 

② 戦国時代に、旧来の価値観から、開かれた現実的で新鮮味のある時代感覚が成立した。 

③ 全国各地に地域権力が分立していたが、全国が統一され、社会が安定した。 

④ 戦争や貿易で富を得た豪商らが、ばく大な経済力を蓄えた。 

問 2 資料【Ⅰ】【Ⅱ】について述べた次の文章で、正しく述べているものを１つ選びなさい。 

① 織田信長が全国統一のため、琵琶湖畔にきずいた居城である。 

② 平和な社会における、国や社会の統治のための建築である。 

③ 防衛のため、堀や郭で何重にも複雑に囲む様式である。 

④ 重層の天守閣を中央に１つだけ備え、統治者の権威を示している。 

 

【Ⅰ】 

【Ⅲ】 

【Ⅱ】 

【Ⅳ】 
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問 3 資料【Ⅲ】は、資料【Ⅰ】のような城の建築が一般化する前の、城のすがたである。資料【Ⅰ】のよう

な城は、資料【Ⅳ】のような形態で築造されることが多かった。資料【Ⅲ】と資料【Ⅳ】を比べて、何

が異なるかを指摘し、なぜこのような変化があったのか、解答欄の範囲で理由を説明しなさい。 

 

問 4 次のＡ・Ｂは、資料【Ⅰ】のような城で見られる、建築の一部や、内部の構造である。これについて説

明したア～エの文章について、正しく述べている文の組み合わせを、①～④から１つ選びなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア．Ａは、西本願寺飛雲閣で、聚楽第の遺構と考えられていた。 

イ．Ａは、勢威を示すため、飾り金具や透かし彫りを用いる装飾が見られる。 

ウ．Ｂは、西本願寺鴻の間で、書院造がとりいれられている。 

エ．Ｂは、武士の質素倹約の精神をいかし、簡素だが品のある様式である。 

① ア・ウ    ② ア・エ    ③ イ・ウ    ④ イ・エ 

 

 

B 

A 
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問 5 次のＡ・Ｂは、資料【Ⅰ】のような城で見られる、室内装飾である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）Ａ・Ｂの名称を、次の中から１つずつ選んで、それぞれ答えなさい。 

① 『松鷹図』     ② 『高雄観楓図屏風』   ③ 『智積院襖絵楓図』 

④ 『松林図屏風』   ⑤ 『唐獅子図屏風』 

（２）Ａ・Ｂの作品に共通する製作者を、次の中から１人選んで答えなさい。 

① 海北友松   ② 狩野永徳   ③ 長谷川等伯   ④ 高三隆達 

（３）ＡとＢの絵画としての違いは何か。次の中から正しく述べている文を１つ選んで答えなさい。 

① Ａは、Ｂとは異なり、濃絵の手法で描かれている。 

② Ａは、Ｂとは異なり、１枚の紙に描かれ、庶民に販売される絵画である。 

③ Ｂは、Ａとは異なり、金箔地に、朱・青・緑などの絵の具で描かれている。 

④ Ｂは、Ａとは異なり、権力者の権威を示す目的として描かれてはいない。 

（４）Ａ・Ｂそれぞれの絵画は、上記の写真を見ると、それぞれ縦に何本かの線が入って見える。そ

の線の部分を、絵画下方に▲で示した。この線を参考に、Ａ・Ｂの絵画が『室内装飾』である

とはどういう意味かを、解答欄の範囲内で説明しなさい。 

A 

B 
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問 6 次の資料Ａ・Ｂは、桃山文化の風俗を示している。これを説明した文章①～④から、適切に述べてい

るものを１つ選びなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① Ａは、南蛮から伝わったキセルで、喫煙の習慣が広まった様子を示している。 

② Ａは、小袖が一般化し、男女は結髪するようになった様子を示している。 

③ Ｂは、１日２食から、朝昼晩の３食へと食習慣が変わった様子を示している。 

④ Ｂは、庭がついた、瓦屋根の二階建て住居が広がった様子を示している。 

 

問 7 次の建築物Ａ・Ｂは、江戸時代の寛永期に成立したものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）Ａ・Ｂについて説明した次の文章で、誤って述べているものを１つ選びなさい。 

① Ａは、書院造と茶室建築を組み合わせた数寄屋造が特徴である。 

② Ａは、神社、寺、墓の役割を持った霊廟建築としてつくられた。 

③ Ｂは、隠元隆琦により伝来した黄檗宗の建築物として建造された。 

④ Ｂは、反りあがった屋根や、屋根の上の宝珠、掲げられた額など中国風である。 

（２）桃山文化では文化を代表する特徴として、それまで数多く制作された寺院や仏像がほとんど

見られず、江戸時代の初期に入ってわずかに仏教の建築物が登場する。これはなぜか。説明

しなさい。 

 

 

A B 

Ｂ A 

https://www.google.co.uk/url?sa=i&url=https%3A%2F%2Flivejapan.com%2Fzh-tw%2Fin-tokyo%2Fin-pref-tochigi%2Fin-nikko%2Farticle-a0003341%2F&psig=AOvVaw16UrQ0No0BiCeIfU1q5Slo&ust=1586542076265000&source=images&cd=vfe&ved=0CAIQjRxqFwoTCPiOsvv32-gCFQAAAAAdAAAAABAD
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 ２  次の表は、戦国時代から江戸時代の儒学に関してまとめたものである。これを見て、設問に答えな

さい。 

 

古学派 

〔      ア      〕 

聖学 山鹿素行は『聖教要録』を著して、朱子学を批判し、流刑となった。 

堀川学派 伊藤仁斎は（  ａ  ）をひらき、教育に力を尽くした。 

古文辞学派 
八代将軍徳川吉宗に登用された荻生徂徠は、(b)経世論を説き、その弟子の

太宰春台は師の学説を進めて『経済録』を著した。 

朱子学 

〔     イ      〕 

官学 

藤原惺窩によって京学が確立 

→弟子の(c)林羅山が徳川家康に登用される。 

(d)木下順庵の弟子らが、幕府に次々と仕える 

南学 
南村梅軒によって確立 

  →弟子の(e)谷時中が育てた学者らが、次々に藩政に参与する 

陽明学 

〔      ウ      〕 

岡山藩主池田光政に仕えた（  ｆ  ）は、『大学或問』を著し、幕府の政治に異論を

唱えたため、幕府によって古河に幽閉された。 

 

 

問 1 現代の我々日本人のものの考え方や感覚には様々な思想の影響があり、その大きな基盤の１つが儒学

である。次の①～④のうち、儒学の影響と明らかにいえない事例を１つ選びなさい。 

① 一郎君は、学校をさぼらずにちゃんと勉強して親孝行しなさい、と言われたことがある。 

② 二美
ふ み

ちゃんは、１つ年上の姉妹を「お姉ちゃんと呼んで敬いなさい」と教えられた。 

③ 三浩
みつひろ

君は、大学を卒業すると会社を興して成功し、次々に対立する会社を倒産に追い込んだ。 

④ 四葉
よ つ は

さんは看護学校卒業後、奨学金を支給してくれた病院に恩を感じ、40 年間奉職し続けた。 

問 2 空欄〔ア〕～〔ウ〕にあてはまる説明を、次の中から２つずつ選んで答えなさい。 

① 『論語』や『孟子』などの原典にあたって、孔子の真意をくみ取ろうとした。 

② 君臣・父子の別や長幼の序といった身分秩序とそれに伴う礼節を重視した。 

③ 後代の儒者である朱熹や王陽明による権威ある解釈に、対立する姿勢を示した。 

④ 社会の矛盾を改めようとしたため、幕府に警戒された。 

⑤ 封建社会を維持する教学として、幕府によって保護を受けた。 

⑥ 和歌や古典の研究を通じて、古代精神の探究を行おうとした。 

⑦ 知ることは実践を伴うとする、知行合一の精神を重んじた。 

問 3 空欄（ａ）にあてはまる語句を、次の中から１つ選んで答えなさい。 

① 古義堂    ② 閑谷学校   ③ 妙喜庵待庵   ④ 湯島聖堂 



6 

問 4 下線部(b)とは何か。次の中から１つ選んで答えなさい。 

① 身分制度を否定し、万民が農業を行うことで理想社会が実現するとした。 

② 政治によって商工業の育成と経済の統制を行い、生かすことを主張した。 

③ 鎖国によって、海外に学んだ制度の昇華と充実を目指した。 

④ 世の人々の教育を充実させ、より教養の高い社会の実現を唱えた。 

問 5 下線部(c)について述べた次の文章で、正しく述べたものを１つ選びなさい。 

① 老中として幕政に参与した。 

② 息子の鵞峰と共に、『本朝通鑑』の歴史書を著した。 

③ 上野忍ケ岡に一族の家塾を置き、後に寺子屋に再編された。 

④ 政治と道徳の区別をつけて、儒教を用いようとした。 

問 6 次のⅠ・Ⅱは、下線部(d)・(e)に関係する人物である。説明文Ａ～Ｄとの正しい組み合わせを①～④か

ら１つ選んで答えなさい。 

Ⅰ．山崎闇斎    Ⅱ．新井白石 

Ａ．土佐藩に家老として仕えた。 

Ｂ．儒教の見地から神道を解釈した垂加神道をとなえた。 

Ｃ．８代将軍徳川吉宗に登用された。 

Ｄ．『大日本史』の編纂を行った。 

① Ⅰ－Ａ     ② Ⅰ－Ｂ     ③ Ⅱ－Ｃ     ④ Ⅱ－Ｄ 

問 7 空欄（ｆ）にあてはまる人物を、次の中から１人選んで答えなさい。 

① 熊沢蕃山    ② 室鳩巣    ③ 貝原益軒    ④ 関孝和 
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 ３  寛永期の文化と元禄文化の江戸時代の２つの文化について、次の文章を読んで、設問に答えなさい。 

 

江戸時代初期の文化は、桃山文化を受け継いだが、幕藩体制が安定するにつれて、寛永期前後に新しい傾

向を示し始めた。絵画では狩野派から狩野探幽が出て、幕府の御用絵師となったほか、京都にあらわれた

（  ア  ）は『風神雷神図屏風』を描いて装飾画に新様式を生み出し、(a)元禄期の琳派の先駆けとなっ

た。文芸面では、教訓・道徳を主とした仮名草子が現れ、また(b)連歌から俳諧が独立して、貞門俳諧が流行

するなど、新たな民衆文化の基盤が作られた。 

このような文化の礎の上に、幕政の安定と経済の著しい発展によって、（  イ  ）の場所を中心に、富

裕層だけでなく（  ウ  ）をも担い手として、元禄文化が花開くことになった。５代将軍徳川綱吉の元

禄時代ごろが中心の頃である。その主な特色は〔   Ⅰ   〕、〔   Ⅱ   〕、〔   Ⅲ   〕

であった。上方の(c)町人文芸が中心で、それを脚本として、人形浄瑠璃や歌舞伎が民衆の演劇として発達し

た。また(d)自然科学や国文学の発達と主に、いちだんと洗練された美術が、(e)寛永期から続くやきもの、絵

画、様々な工芸品などの分野で生み出された。 

 

 

問 1 空欄（ア）にあてはまる人物を、氏名で答えなさい。 

問 2 下線部(a)について。 

 （１）次の①～④から、下線部(a)の作品にあたるものを１つ選びなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （２）(1)で選んだ絵画の説明として、適切なものを次の中から１つ選んで答えなさい。 

① 金箔の上に朱や白、銀などの絵の具を用い、木や川を図案的に配することで全体の調和

① ② 

④ ③ 
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を重んじる、力強くも繊細な絵画である。 

② 新たな墨絵の技法と、伝統的な大和絵の技法を組み合わせた、新しい絵画である。 

③ 伝統的な大和絵の持つやわらかな色味の絵の具を用いて、繊細で精緻な筆使いによっ

て描かれた。 

④ 一見なんでもない風景画のように見えるが、絵画の中に仏教的なテーマを盛り込み、そ

の宗旨を伝えている。 

問 3 下線部(b)について、元禄期には松尾芭蕉が出て、蕉風俳諧が成立し、現代のいわゆる“俳句”の基礎

となった。次の資料を参考にしつつ、俳諧について説明した①～④の文章から誤って述べているもの

を１つ選びなさい。 

 

 

 

 

① 俳諧は、和歌の形式を更に短くした「５・７・５」の形式で成立した。 

② 俳諧の製作は、公家や武士の間で好まれ、広く普及した。 

③ 蕉風俳諧は、幽玄閑寂さや言外の余情を重んじる作風としている。 

④ 貞門俳諧は、かけことばなどによる奇抜な面白さを作風としている。 

問 4 空欄（イ）（ウ）にあてはまる語句の組み合わせを、次の中から１つ選びなさい。 

① （イ）江戸 （ウ）一般の町人ら 

② （イ）江戸 （ウ）公家・僧侶・武士ら 

③ （イ）京都・大坂 （ウ）一般の町人ら 

④ （イ）京都・大坂 （ウ）公家・僧侶・武士ら 

問 5 空欄〔Ⅰ〕～〔Ⅲ〕にあてはまるものを、次の中から３つ選んで答えなさい。順不同なので、〔Ⅰ〕～

〔Ⅲ〕それぞれにあてはめて解答する必要はない。 

① 鎖国状態が確立したことで外国の影響が少なくなり、日本独自の文化が成熟したこと 

② 幕藩体制の矛盾が深まる中で、近代的な合理主義や幕府政治のあり方を批判する風潮が高まっ

たこと 

③ 平和と安定の中で、天文学など科学的な分野も含め、合理的で実利的な学問が重視されたこと 

④ 文学・美術工芸・演劇などで、広範な民衆層に受容された背景には、紙の生産や出版・印刷の

技術、流通の発展があったこと 

⑤ 公家文化と武家文化の融合が進み、並行して成長しつつあった惣村で民衆による文化が育まれ

たこと 

問 6 下線部(c)について述べた次の文で、正しい文を１つ選びなさい。 

① 井原西鶴は『奥の細道』や『国姓爺合戦』など、人間の本能や欲望を題材とする写実的作品を

著した。 

② 近松門左衛門は『日本永代蔵』や『好色一代男』などを著し、義理と人情との間で苦しむ男女

の葛藤を得意とした。 

③ 人形浄瑠璃は、安土・桃山時代に出雲の阿国によって始められたと考えられている。 

④ 歌舞伎は風俗上の理由から、男性のみによって演じられ、荒事の市川団十郎や女形の吉沢あや

めなどが活躍した。

〈蕉風俳諧〉 〈貞門俳諧〉 

夏草や 兵
つはもの

どもが 夢の跡 昼中に よその木の実を かつ物か 

古池や 蛙
かわず

飛び込む 水の音 すべるらし 水汲
くみ

道の のぼり坂 
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問 7 下線部(c)について、人形浄瑠璃にあたるものを、次の中から１つ選んで答えなさい。 

① ② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ ④ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 8 次の２つの資料はそれぞれ書物の中から抜粋したもので、下線部(d)のうち、ある特定の学問分野に関

係するものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

き
ぬ
ぬ
す
人
を
知
る
事 

（
意
訳
）
盗
賊
団
の
会
話
が
橋
の
下

か
ら
聞
こ
え
る
。
盗
ん
で
き
た
反
物

（
＊
）
を
分
配
し
よ
う
と
し
て
い
る

よ
う
だ
。
「
七
反
ず
つ
分
け
る
と
八

反
余
る
。
八
反
ず
つ
分
け
る
と
七
反

足
り
な
い
。
ど
う
し
た
も
の
か
。
」
さ

て
、
盗
賊
は
何
人
で
、
反
物
は
何
反

あ
る
か
。 

＊
た
ん
も
の
：
着
物
に
す
る
前
の
布

を
巻
い
た
も
の
。 

〈
次
の
設
問
の
解
を
示
し
て

い
る
〉
大
円
の
中
に
中
円
が

１
つ
と
小
円
が
２
つ
そ
れ
ぞ

れ
図
２
の
よ
う
に
接
し
て
い

る
。
大
円
か
ら
中
円
と
小 

円

を
取
り
除
い
た
部
分
（
外
余
）

の
面
積
が1

2
0

歩
、
小
円
の

直
径
（
小
円
径
）
は
中
円
の

直
径
（
中
円
径
）
よ
り 

５
寸

短
い
。
こ
の
と
き
、
大
円
、

中
円
、
小
円
の
直
径
を
求
め

よ
。 
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（１）左記の２つの資料について、その説明として、次の文章からあてはまるものを１つ選びなさい。 

① 植物・動物・鉱物から薬用効果を研究する、本草学が発達した。 

② 和算が発達し、初等教育として子供に教育する試みも行われた。 

③ 『農業全書』や『農具便利論』など、農業技術の方法を教える書物が著された。 

④ 渋川春海は、従来の暦の誤差を修正して、新たに貞享暦を作成した。 

 （２）左記の２つの資料のようなある特定の学問分野が発達することになったのはなぜか。当時の社

会背景と結びつけて説明しなさい。 

問 9 下線部(e)について、次のＡ・Ｂは、寛永期と元禄期の美術品である。説明文ⅰ～ⅳとの適切な組み合

わせを、下記①～④から１つ選びなさい。 

Ａ Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅰ．酒井田柿右衛門は、うわぐすりの上に色絵をのせる上絵付法を創始した。 

ⅱ．宮崎友禅は、置糊によって色が交じらない友禅染の技法を創始した。 

ⅲ．本阿弥光悦は、蒔絵と螺鈿の技法による工芸技術を高めた。 

ⅳ．野々村仁清は、複数の版木を使った多色刷で、多くの浮世絵を生み出した。 

① Ａ－ⅰ    ② Ａ－ⅱ    ③ Ｂ－ⅲ    ④ Ｂ－ⅳ 
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 ４  原始・古代の社会に関する次の文章Ａ・Ｂを読み、下記の設問に答えなさい。（史料は、一部省略し

たり、書き改めたりしたところもある） 

 

 

 

 



12 

 

 



13 

 

 

 



14 

 



15 
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 ５  中世の政治・社会・文化に関する次の文章Ａ・Ｂを読み、下記の設問に答えなさい。（史料は、一部

省略したり、書き改めたりしたところもある） 

 

 

 



17 

 

 

 

 



18 

 

 

 

 



19 

 

 

 

 



20 
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 ６  近世について、次の文章を読んで設問に答えなさい。 
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